
CY5に文字を入れるとカウント

 もう結構前の話になってはしまい

ましたが、昨年2017年10月7日信

金前のバス停改修ワークショップに

沢山の方々にご参加頂きまして、

ありがとうございました。 

 「下川は森の町だとアピール出来

るようなバス停にしましょう！」と、

まさに手作りで貼り付けた木の凸

凹壁は、３０名を超える想定以上

の参加者の皆様のおかげで、思い

のほかあっという間に完成出来まし

た。「もっと細かいパーツにして、沢

山作業が出来たほうが良かったか

な」などと、都合の良い反省をして

おります。 

 ワークショップ当日の現場は、や

はり工務店メンバーのステージで

す。下地や養生に至るまで、完璧

な段取りで皆様をお迎えできました。

私達建築家メンバーは、司会進行

とガラス部分の装飾作業に専念。

小さなお子さん達の協力もあり、

バッチリ完成できました。 

 完成後、「通りがなんか明るく

なった！」や「シャッターのしもりん

可愛いね！」など、様々な視点か

ら好評価をいただき、何より嬉しく

思っています。森とイエは家づくり

のチームですが、このような活動を

通して、微力ながら下川のマチづく

りに貢献できたことを嬉しく 

思います。（中舘） 
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「森とイエ」は 

地域の工務店と建築家が 

協働して 

これからの北海道らしい 

住宅を創造する 

プロジェクトです   
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 2017年12月9日にコモレビにて、前年に引き続き下川クール 

チョイス家づくり講座が開催されました！今回のテーマは「つながる家」。 

 オープニングは、つなげる音₩ということでALTAIRさんのミニライブで

す。音と音の会話のような演奏や、床からも伝わってくる生の音に惚れ

惚れしつつ、トップバッター小倉さんの「つなげる家がつなぐ未来」では、

断熱や機密を手厚くするリフォームは温熱環境がよくなるだけでなく、お

財布にも優しくて暮らし方も変わるというお話。つぎに、「つなげる家との

暮らし方」というテーマで私から、長く住むことでより環境に優しくなって、

身近な自然素材をつかうことで、住めば住むほど良くなっていくお家のお

話をさせていただきました。最後に、照井さんの「つなげる家のなおしか

た」のお話は、歴史ある古民家の改修の興味深いリフォームのお話で、

長く愛着を持って育んでいくお家の素晴らし話を会場の皆さんと共有で

きたのではないでしょうか。（櫻井） 
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明治150年、そして 

北海道命名150年、 

今年は北方領土の 

島々を含め全道を6度にわたり

踏査した探検家 松浦武四郎が

提案した「北加伊道」を基に「蝦

夷地」から「北海道」に変えて

150年であります。天塩川流域

の踏査を記録した天塩日誌の

音威子府付近でアイヌの長老ア

エトモから自分たちのことを「カイ

ナー」と呼び、「カイ」という言葉

には“この地に生まれしもの”とい

う意味が込められているというこ

とを教えられました。武四郎は、

探検の中アイヌの人々の自然と

共に生きる姿・人々の絆に感銘

し「カイ」という言葉が生かされた

のでしょう。写真は、弊社の明治

から引き継がれてきた“ものづく

り”のおもいが込められた印袢纏

であります。袢纏とは絆（きずな）

を纏う（まとう）という意味があり、

これを纏い共にフロンティアが芽

吹く新しい新年度となることを祈

念いたします。（大野） 

下川町では、地元の木製品や下川町の 

一体的なＰＲを行うため、下川町産材を 

利用し、地元の木材・木製品を展示ＰＲ 

できる展示ブースを製作することとなりま 

した。 

 「森とイエ プロジェクト」では下川町から 

のオファーを受けて、その設計・デザイン、 

製作を行いました。設計・デザインは建 

築家チーム、製作は工務店チームが担当しました。展示ブースのテーマ

は、“生活空間、暮らしを見せる”であり、商品が映えるようなバックグラン

ドとして展示ブースを考えました。展示ブースはＬ字型として大中２台製作、

組み合わせにより色々な空間のバリエーションが可能なものとしました。 

 この展示ブースのお披露目が、東京ビッグサイトでのイベント「モクコレ」

（1/30～31）となりました。その後は下川町まちおこしセンター 

「コモレビ」に常設となる予定です。機会がありましたら是非 

見に来てください。「展示ブース自体も商品になるのでは？」 

との声が上がっており、一見の価値があります。（相馬） 

 ↓ Ѵ׀ ʤ′

̓ Ѵ׀ ׄ

ׄ ׄ

▌↓ Ћ Ѵ׀

ϡ

▌↓ ͪ  

 ˹ᶥ ʝ Ѵ׀ ᾛ

̟

ʝ

ᾛ ѝ▌↓ Ṕ ˹ᶥ

₡ Ѵ׀ ₲▌↓ Ҝ

ׄ ▌↓ ▌

↓

Ѵ׀  

Ѵ׀  Έ 

ʣ 

 

 Ẏ› ̮ὁ ἶ̝  

 2017年9月16日に下川町で「大工の

技ワークショップと住宅見学会」が開催さ

れました。参加者は町内から23名、町外

から16名の39名。フォレストファミリーで

木が材となっていく様子を見学した後、

現場にて大工さんがどのようにして建物

を造ってゆくのかを見学＆体験。最後に

完成したF-HOUSEの見学＆座談会とい

う盛りだくさんのコースでした。目を輝かせ

ながら大工さんの道具を実際に体験した

子供たちと、座談会で熱い思い 

を語った工務店メンバーの 

眼差しが心に残るイベントと 

なりました。（新海） 
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 日本建築学会の第42回北海道建築

賞において、川島邸「Shimokawa 

Blanc」が審査員特別賞を受賞いたしま

した。昨年、受賞したJIA北海道建築大

賞2016に引き続き、名誉ある賞を続け

て受賞できたこと、川島さんご夫妻、森

とイエを応援しいただいているオーナー

の皆さん、森とイエのメンバーのおかげと、

心から感謝しております。 

 審査講評では「この建築は良質な空間と地域における住宅供給のシス

テムづくりのプロジェクトを両立させた点において意義があり、北海道建築

賞審査員特別賞として高く評価したい」との評価をいただきました。 

ふたたび、このような報告ができてとても嬉しいです。 

これからもよろしくお願いいたします。 

 簡単ではありますが、受賞の報告でした。（小倉） 

 森とイエのホームページ、２月にリニューアルしましたよ！ 

 森とイエのこと、３つのコースがあること、今までどんなイエがつくられた

のか…これまでより、もっと「森とイエ」のことが分かりやすく伝わるように

なっているかと思います。 

 ホームページリニューアルに辺り、改めて森とイエって何だろうと、メン

バーであれこれ考えました。今回はホームページがきっかけとなりました

が、こうやって時々立ち止まって考えてみるのって大事だと思いました。

何かカタチにして現すという作業は中々面白いものです。家づくりはその

最たるものですね。これからも皆さんとじっくり考えてゆけたらと思います。 

 ホームページはリセスホッカイドウの朝倉さんにお願いしました。 

 色々な要望にお応え頂きありがとうございました！ 

 

 

 COOL CHOICE  
半年ぶりの「森とイエ通信」発行となりました…。 

遅いご報告となりますが、お楽しみ頂けると幸いです。 


